
- 1 -

馬
第
伯
「
封
禅
儀
記
」
訳
注

は
じ
め
に

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
「
封
禅
儀
記
」
は
、
後
漢
の
光
武
帝
が
、
建
武
三
十
二
（
西
暦
五
十
六
）
年
二
月

に
挙
行
し
た
封
禅
の
儀
式
の
随
行
記
で
あ
る
。
「
続
漢
書
・
祭
祀
志
」
劉
昭
注
に
「
應
邵
漢
官
馬
第
伯
封

禅
儀
記
曰
」
と
あ
る
が
、
「
水
経
注
」
で
は
「
馬
第
伯
書
曰
」
に
続
け
て
「
應
邵
漢
官
儀
曰
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
両
者
は
一
応
別
物
で
あ
り
、
「
馬
第
伯
封
禅
儀
記
」
が
独
立
し
た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
原
書
は
早
く
に
散
逸
し
、
「
隋
書
・
経
籍
志
」
に
も
そ
の
名
は
見
え
な
い
。

応
邵
の
「
漢
官
儀
」
に
引
用
さ
れ
た
も
の
が
、
更
に
他
書
に
引
用
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

撰
者
の
馬
第
伯
に
つ
い
て
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
。

現
存
す
る
「
封
禅
儀
記
」
の
本
文
は
、
建
武
三
十
二
年
正
月
二
十
八
日
の
、
光
武
帝
洛
陽
出
御
か
ら
、

二
月
二
十
二
日
の
升
封
を
経
て
、
同
月
二
十
五
日
の
梁
陰
に
お
け
る
禅
祭
ま
で
を
記
録
す
る
。
そ
の
内
容

は
、
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
を
記
録
す
る
「
儀
注
・
起
居
中
的
部
分
」
と
、
馬
第
伯
自
身
の
登
攀
体
験
を
記

す
「
体
験
記
的
部
分
」
か
ら
な
る
。
つ
ま
り
、
一
応
は
、
封
禅
の
儀
式
の
記
録
と
い
う
客
観
的
な
「
儀
注

・
起
居
中
」
な
の
だ
が
、
そ
の
中
に
、
馬
第
伯
の
体
験
や
感
動
が
語
ら
れ
る
主
観
的
な
記
載
が
紛
れ
込
ん

で
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
確
認
し
な
が
ら
訳
注
を
行
う
。

「
封
禅
儀
記
」
訳
注

凡
例

○
「
封
禅
儀
記
」
を
収
録
す
る
文
献
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
「
続
漢
書
・
祭
祀
志
」
劉
昭
注
…
…

条
12

・
「
水
経
注
・
汶
水
注
」
…
…
１
条

・
「
北
堂
書
鈔
」
…
…

条
15

・
「
芸
文
類
従
」
…
…
６
条

・
「
初
学
記
」
…
…
２
条

・
「
白
孔
六
帖
」
…
…
１
条

・
「
通
典
」
…
…
２
条

・
「
太
平
御
覧
」
…
…

条
13

・
「
錦
繍
万
花
谷
」
…
…
１
条

○
底
本
は
、
中
華
書
局
版
「
続
漢
書
」
劉
昭
注
引
用
と
す
る
。

○
劉
昭
注
引
用
は
、
十
二
節
。
長
文
の
第
一
節
は
、
さ
ら
に
内
容
か
ら
便
宜
的
に
八
節
に
分
け
た
。

○
校
勘
に
あ
た
っ
て
は
、
厳
可
均
「
全
後
漢
文
」
、
「
後
漢
書
集
解
校
勘
記
（
「
集
解
校
勘
記
」
）
、
「
中
華

書
局
版
後
漢
書
校
勘
記
（
「
中
華
書
局
校
勘
記
」）
を
参
照
し
た
。

○
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、「
後
漢
書
集
解
」
引
用
諸
注
並
び
に
倪
其
心
他
選
注
『
中
国
古
代
游
記
選
』（
中

国
旅
遊
出
版
社
、
一
九
八
五
）（
「
游
記
選
」）
を
主
に
参
照
し
た
。
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訳
注

［
１
・
１
］

＊
正
月
二
十
八
日
の
洛
陽
出
御
か
ら
、
二
月
十
五
日
の
奉
高
で
の
入
斎
ま
で
を
記
し
た
、
儀
注
的
部
分
。

■
本
文

馬
第
伯
封
禅
儀
記
曰

車
駕
正
月
二
十
八
日
發
雒
陽
宮
。
二
月
九
日
到
魯
。
遣
守
謁
者
郭
堅
伯
將
徒
五
百
人
治
泰
山
道
。
十
日
、

魯
遣
宗
室
諸
劉
及
孔
氏
瑕
丘
丁
氏
上
壽
受
賜
。
皆
詣
孔
氏
宅
、
賜
酒
肉
。
十
一
日
發
。
十
二
日
宿
奉
高
。

是
日
、
遣
虎
賁
郎
將
先
上
山
、
三
案
、
行
。
還
益
治
道
徒
千
人
。
十
五
日
、
始
齋
。
國
家
居
太
守
府
舍
、

諸
王
居
府
中
、
諸
侯
在
縣
庭
中
齋
。
諸
卿
校
尉
將
軍
大
夫
黃
門
郎
百
官
及
宋
公
衛
公
褒
城
侯
東
方
諸
侯
雒

中
小
侯
、
齋
城
外
汶
水
上
、
太
尉
、
太
常
齋
山
虞
。

■
訳
注

●
訓
訳

馬
第
伯
封
禅
儀
記
に
曰
く
、

車
駕
正
月
二
十
八
日
、
雒
陽
宮
を
發
す
。
二
月
九
日
、
魯
に
到
る
。
守
謁
者
郭
堅
伯
を
遣
り
て
徒
五
百

人
を
将
い
て
泰
山
へ
の
道
を
治
め
し
む
。
十
日
、
魯
、
宗
室
諸
劉
及
び
孔
氏
瑕
丘
丁
氏
を
遣
り
て
壽
を
上

ら
し
め
、
賜
を
受
く
。
皆
な
孔
氏
の
宅
に
詣
り
、
酒
肉
を
賜
は
る
。
十
一
日
、
發
す
。
十
二
日
、
奉
高
に

宿
す
。
是
の
日
、
虎
賁
郎
將
を
遣
り
て
先
に
山
に
上
ら
し
め
、
三
た
び
案
行
せ
し
む
。
還
り
て
治
道
の
徒

千
人
を
益
す
。
十
五
日
、
齋
を
始
む
。
國
家
は
太
守
の
府
舍
に
居
り
、
諸
王
は
府
中
に
居
り
、
諸
侯
は
縣

庭
の
中
に
居
り
て
齋
す
。
諸
卿
校
尉
將
軍
大
夫
黃
門
郎
百
官
及
び
宋
公
衛
公
褒
城
侯
東
方
諸
侯
雒
中
小
侯

は
、
城
外
の
汶
水
の

上

に
齋
し
、
太
尉
太
常
は
山
虞
に
齋
す
。

ほ
と
り

●
注

○
車
駕

天
子
の
乗
る
車
。
天
子
そ
の
も
の
婉
曲
的
表
現
。

○
魯

当
時
こ
の
地
を
都
と
し
て
た
の
は
、
光
武
帝
廃
太
子
で
、
東
海
王
の
彊
で
あ
る
。

○
守
謁
者

謁
者
は
、
本
来
は
天
子
の
出
入
の
随
行
官
。
土
木
建
築
を
担
当
す
る
将
作
大
匠
が
省
か
れ
た

後
は
、
謁
者
が
天
子
の
出
入
に
当
た
っ
て
の
道
路
の
整
備
を
担
当
し
た
。
守
謁
者
は
不
詳
。

○
郭
堅
伯

不
詳
。

○
宗
室
諸
劉

後
出
す
る
諸
侯
王
や
列
侯
で
あ
ろ
う
。

○
孔
氏

褒
成
侯
孔
志
の
こ
と
。
「
後
漢
書
・
儒
林
伝
」
に
よ
れ
ば
、
王
莽
は
、
孔
子
を
尊
崇
す
る
た
め

に
、
孔
子
の
子
孫
の
孔
均
を
封
建
し
て
褒
成
侯
と
し
た
。
王
莽
が
倒
れ
る
と
一
旦
国
は
廃
せ
ら
れ
た
が
、

建
武
十
三
年
に
至
り
、
孔
均
の
子
の
孔
志
を
再
び
褒
成
侯
に
封
じ
た
。
以
後
孔
子
の
子
孫
は
、
代
々
魯
の

地
で
孔
子
廟
を
守
り
続
け
た
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
度
の
封
禅
に
あ
た
っ
て
も
助
祭
を
つ
と
め
て
い
る
。

○
瑕
丘
丁
氏

漢
代
易
学
の
始
祖
丁
寛
の
子
孫
に
し
て
、
漢
哀
帝
の
外
戚
で
あ
っ
た
丁
氏
は
、
王
莽
台
頭

後
、
政
界
か
ら
身
を
引
い
て
、
故
郷
の
瑕
丘
（
山
陽
郡
）
に
居
を
構
え
て
い
た
。

○
奉
高

武
帝
が
泰
山
封
禅
に
あ
た
っ
て
、
設
け
さ
せ
た
県
で
、
明
堂
が
築
か
れ
て
い
た
。
「
封
」
の
た

め
に
泰
山
に
登
る
前
に
、
こ
こ
で
斎
を
行
っ
て
身
を
清
め
、
山
中
へ
入
る
こ
と
の
で
き
る
「
存
在
」
に
変

換
す
る
。

○
虎
賁
郎
將

虎
賁
中
郎
將
の
こ
と
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
時
は
梁
松
。
彼
は
司
空
張
順
と
な
ら
ぶ
故
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事
・
儀
礼
通
で
、
封
禅
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

○
三
案
行

案
行
は
、
調
べ
歩
く
、
巡
察
。
三
案
行
で
、
繰
り
返
し
巡
察
す
る
。

○
齋

神
を
祀
る
に
あ
た
り
、
心
身
や
飲
食
を
慎
み
、
清
浄
な
存
在
に
す
る
こ
と
。「
続
漢
書
・
礼
義
志
」

に
は
、
斎
は
、
天
地
の
祭
り
は
七
日
間
、
と
あ
る
。
こ
の
日
、
十
五
日
か
ら
、
封
禅
の
挙
行
の
二
十
二
日

ま
で
は
、
七
日
間
で
あ
る
。
こ
の
時
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
斎
を
し
た
の
か
は
不
詳
。
国
家
機
密
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

○
國
家

天
子
の
こ
と
。

○
太
守
府
舍

泰
山
郡
守
の
知
所
は
奉
高
に
あ
っ
た
。

○
諸
王

「
続
漢
書
・
祭
祀
志
」
引
く
光
武
帝
封
禅
刻
石
文
に
は
、
藩
王
十
二
が
、
皆
来
て
助
祭
し
た
、

と
あ
る
。
先
に
出
た
東
海
王
彊
を
は
じ
め
と
し
て
光
武
帝
の
息
子
の
王
は
十
二
名
い
た
。

○
諸
侯

列
侯
の
こ
と
か
。
だ
れ
が
随
行
し
た
か
は
不
詳
。

○
諸
卿
校
尉
將
軍
大
夫
黃
門
郎
百
官

前
掲
の
封
禅
刻
石
文
に
よ
れ
ば
、
大
尉
趙
憙
・
復
行
司
徒
事
鄧
禹

な
ど
の
参
加
が
確
認
で
き
る
。

○
宋
公
衛
公

後
漢
王
朝
は
、
殷
の
末
裔
を
宋
公
に
、
周
の
末
裔
を
衛
公
に
そ
れ
ぞ
れ
立
て
て
、
漢
王
朝

が
殷
周
二
代
を
継
承
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
前
掲
の
封
禅
刻
石
文
に
見
え
る
。
こ
の
時
参
加
し

た
の
は
宋
公
孔
安
と
衛
公
姫
武
。

○
褒
成
侯

前
掲
の
孔
氏
孔
志
。
前
掲
の
封
禅
刻
石
文
に
見
え
る
。

○
東
方
諸
侯

諸
侯
王
は
「
諸
侯
」
と
し
て
既
出
。
泰
山
の
近
場
で
あ
る
東
方
地
域
の
列
侯
の
こ
と
か
。

○
小
侯

列
侯
の
う
ち
、
功
績
が
大
き
な
者
は
県
を
封
邑
と
し
た
が
、
功
績
が
小
さ
な
者
は
郷
や
亭
と
い

っ
た
よ
り
小
さ
な
単
位
を
封
邑
と
し
た
。
こ
の
郷
侯
・
亭
侯
の
類
い
で
あ
ろ
う
。

○
汶
水

泰
山
を
源
と
し
て
東
南
に
流
れ
る
。

○
太
尉

元
来
は
兵
事
を
司
っ
た
が
、
後
漢
に
お
い
て
は
祭
祀
に
も
加
わ
っ
た
。
当
時
は
趙
憙
。

○
太
常

儀
礼
祭
祀
を
司
る
。
当
時
は
桓
栄
。

○
山
虞

職
掌
は
山
林
を
司
る
。
泰
山
の
宗
廟
も
管
轄
だ
っ
た
。

●
口
語
訳

馬
第
伯
の
「
封
禅
儀
記
」
に
言
う
、

天
子
の
御
車
は
、
正
月
二
十
八
日
、
雒
陽
宮
を
出
発
し
た
。

二
月
九
日
、
魯
に
到
っ
た
。
守
謁
者
郭
堅
伯
を
派
遣
し
て
、
五
百
人
の
兵
隊
を
率
い
て
泰
山
へ
至
る
道

の
整
備
を
さ
せ
た
。

十
日
、
魯
王
は
、
宗
室
の
諸
劉
及
び
孔
氏
、
瑕
丘
丁
氏
を
派
遣
し
て
天
子
に
長
寿
の
お
祝
い
を
さ
せ
、

賜
り
も
の
を
拝
受
し
た
。
彼
等
は
み
な
、
孔
氏
の
宅
に
至
り
、
酒
肉
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

十
一
日
、
天
子
一
行
は
、
魯
を
出
発
し
た
。

十
二
日
、
天
子
一
行
は
、
奉
高
に
至
り
宿
泊
し
た
。
こ
の
日
、
虎
賁
郎
將
を
派
遣
し
て
、
先
に
山
に
上

ら
せ
、
繰
り
返
し
巡
察
さ
せ
た
。
虎
賁
郎
將
が
戻
っ
て
く
る
と
、
さ
ら
に
兵
隊
千
人
を
増
援
し
て
道
の
整

備
に
当
た
ら
せ
た
。

十
五
日
、
斎
を
始
め
た
。
天
子
は
泰
山
郡
守
の
府
舍
で
、
諸
王
は
泰
山
郡
の
府
中
で
、
諸
侯
は
泰
山
縣

の
庭
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
を
行
っ
た
。
諸
卿
校
尉
將
軍
大
夫
黃
門
郎
百
官
及
び
宋
公
衛
公
褒
城
侯
東
方
諸

侯
雒
中
小
侯
は
、
郡
城
外
の
汶
水
の
ほ
と
り
で
斎
し
、
太
尉
太
常
は
山
虞
の
と
こ
ろ
で
齋
し
た
。

［
１
・
２
］
～
［
１
・
８
］
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＊
封
禅
に
先
立
っ
て
、
馬
第
伯
ら
が
先
遣
隊
と
登
攀
し
た
こ
と
の
記
録
。
泰
山
登
山
の
体
験
記
的
な
記
述
。

［
１
・
２
］

＊
山
麓
の
遺
蹟
・
遺
物
な
ど
の
調
査
。

■
本
文

馬
第
伯
自
云
、
某
等
七
十
人
、
先
之
山
虞
、
觀
祭
山
壇
及
故
明
堂
宮
郎
官
等
郊
肆
處
。
入
其
幕
府
觀
治

石
。
石
二
枚
、
狀
博
平
、
圓
九
尺
、
此
壇
上
石
也
。
其
一
石
武
帝
時
石
也
。
時
用
五
車
載
＊
１

不
能
上
也
。

因
置
山
下
爲
屋
、
號
五
車
石
。
四
維
距
石
、
長
丈
二
尺
＊
２

、
廣
二
尺
、
厚
尺
半
所
、
四
枚
。
檢
石
、
長
三

尺
、
廣
六
寸
、
状
如
封
筺
。
長
檢
十
枚
。
一
紀
號
石
、
高
丈
二
尺
、
廣
三
尺
、
厚
尺
二
寸
、
名
曰
立
石
。

一
枚
刻
文
字
、
紀
功
德
立
壇
上
＊
３

。

●
校
勘

＊
１

「
芸
文
類
従
六
」「
太
平
御
覧
五
十
二
」
に
倣
っ
て
補
う
。

＊
２

「
通
典
五
十
四
」
に
倣
っ
て
補
う
。

＊
３

「
芸
文
類
従
六
」「
太
平
御
覧
五
十
二
」
に
倣
っ
て
補
う
。

■
訳
注

●
訓
訳

馬
第
伯
自
ら
云
ふ
、

某

等
七
十
人
、
先
に
山
虞
に
之
き
、
祭
山
の
壇
及
び
故
の
明
堂
宮
・
郎
官
等

そ
れ
が
し

の
郊
肆
せ
し
處
を
觀
る
。
其
の
幕
府
に
入
り
て
治
石
を
觀
る
。
石
は
二
枚
、
狀
は
博
平
に
し
て
、
圓
九
尺
、

此
れ
壇
上
の
石
な
り
。
其
の
一
石
は
、
武
帝
の
時
の
石
な
り
。
時
に
五
車
を
用
い
て
載
す
る
も
上
ぐ
る
能

は
ず
。
因
り
て
山
下
に
置
き
て
屋
と
爲
す
。
五
車
石
と
號
す
。
四
維
の
距
石
は
、
長
さ
丈
二
尺
、
廣
さ
二

尺
、
厚
さ
尺
半
所
り
、
四
枚
あ
り
。
檢
石
は
、
長
さ
三
尺
、
廣
さ
六
寸
、
状
は
封
筺
の
如
し
。
長
檢
十

ば
か

枚
あ
り
。
一
は
紀
號
石
に
し
て
、
高
さ
丈
二
尺
、
廣
さ
三
尺
、
厚
さ
尺
二
寸
、
名
づ
け
て
立
石
と
曰
ふ
。

一
枚
、
文
字
を
刻
し
て
功
德
を
紀
し
壇
上
に
立
つ
。

●
注

○
故
明
堂
宮

前
漢
武
帝
封
禅
時
の
も
の
だ
ろ
う
。「
史
記
・
孝
武
本
紀
」
に
元
封
二
年
の
こ
と
と
し
て
、

武
帝
が
汶
水
の
ほ
と
り
に
明
堂
を
立
て
さ
せ
た
と
あ
る
。

○
郊
肆

「
儀
礼
・
聘
礼
」
に
「
問
大
夫
之
幣
、
俟
于
郊
、
爲
肆
」
と
あ
り
、
「
鄭
玄
注
」
に
「
肆
、
猶

陳
列
也
」
と
あ
る
。
郊
外
で
群
臣
が
儀
礼
の
一
貫
と
し
て
並
ぶ
こ
と
。

○
幕
府

本
来
は
将
軍
の
出
征
地
に
設
け
る
宿
営
。
こ
こ
で
は
光
武
帝
の
た
め
の
施
設
だ
ろ
う
。

○
治
石

熟
語
は
な
い
が
、
祭
祀
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
石
の
建
造
物
を
指
す
だ
ろ
う
。

○
圓
九
尺

円
形
で
直
径
九
尺
と
い
う
こ
と
か
。

○
屋

施
設
の
天
井
部
分
と
い
う
こ
と
か
。

○
四
維

東
南
・
西
南
・
東
北
・
西
北
の
四
方
の
隅
。

○
距
石

祭
壇
の
周
り
を
囲
ん
で
立
て
ら
れ
た
石
の
列
柱
。

○
廣

横
幅
。

○
檢
石

石
で
作
ら
れ
た
箱
状
の
祭
器
で
封
印
す
る
。

○
封
篋

封
印
さ
れ
た
箱
。
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●
口
語
訳

馬
第
伯
自
ら
述
べ
る
。

私
た
ち
七
十
人
は
、
祭
祀
に
先
立
っ
て
山
虞
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
泰
山
を
祭
る
壇
と
前
漢
武
帝
時
代
の

明
堂
宮
や
郎
官
た
ち
が
立
ち
並
ん
だ
場
所
を
視
察
確
認
し
た
。
仮
の
陣
屋
に
入
り
、
そ
こ
に
用
意
さ
れ
て

い
る
石
の
建
造
物
を
観
察
確
認
す
る
。
石
は
二
枚
あ
り
、
平
べ
っ
た
い
形
で
、
円
形
で
直
径
九
尺
。
こ
れ

は
壇
の
上
部
を
な
す
石
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
石
は
、
武
帝
の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
石
で
あ
る
。
当
時
、

五
台
の
車
に
乗
せ
て
山
の
上
に
あ
げ
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
の
重
さ
で
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

山
の
麓
に
置
い
て
、
祭
壇
の
上
部
構
造
と
し
た
の
で
あ
る
。
五
車
石
と
呼
ぶ
。
四
隅
に
設
け
ら
れ
た
列
石

は
、
長
さ
が
一
丈
二
尺
、
横
幅
が
二
尺
、
厚
さ
が
一
尺
半
ほ
ど
で
あ
る
。
四
枚
あ
る
。
文
書
を
封
印
す
る

石
は
、
長
さ
が
三
尺
、
横
幅
が
六
寸
で
、
そ
の
形
は
封
印
さ
れ
た
箱
の
よ
う
で
あ
る
。
長
い
石
箱
が
十
箇

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
紀
号
石
で
、
高
さ
が
一
丈
二
尺
、
横
幅
が
三
尺
、
厚
さ
が
一
尺
二
寸
で
、
立
石
と
呼

ぶ
。
そ
の
石
に
は
、
文
字
を
刻
み
込
ん
で
い
る
が
、
皇
帝
の
功
績
と
徳
行
を
記
し
て
あ
り
、
壇
の
上
に
立

て
ら
れ
て
い
る
。

［
１
・
３
］

＊
い
よ
い
よ
登
攀
が
始
ま
る
。
先
ず
は
「
中
観
」
を
経
由
し
て
「
天
関
」
の
下
へ
。

■
本
文

是
朝
上
山
、
騎
行
。
往
往
道
峻
峭
、
下
＊
１

騎
、
歩
牽
馬
。
乍
歩
乍
騎
、
且
相
半
。
至
中
觀
留
馬
。
去
平

地
二
十
里
。
南
向
極
望
、
無
不
睹
。
仰
望
天
關
、
如
從
谷
底
仰
觀
抗
峯
。
其
爲
高
也
、
如
視
浮
雲
、
其
峻

也
、
石
壁
窅
窱
、
如
無
道
徑
。
遙
望
其
人
、
端
端
如
杆
升
、
或
以
爲
小
白
石
、
或
以
爲
氷
雪
＊
２

。
久
之
白

者
移
過
樹
、
乃
知
是
人
也
。
殊
不
可
上
。
四
布
僵
臥
石
上
。
有
頃
復
蘇
。
亦
賴
齎
酒
脯
。
處
處
有
泉
水
。

目
輒
爲
之
明
。
復
勉
強
相
將
行
、

●
校
勘

＊
１

底
本
「
不
」
に
作
る
。
「
通
典
五
十
四
」
に
倣
っ
て
「
下
」
に
改
め
る
。
「
後
漢
書
集
解
」
校
勘

記
、
中
華
書
局
版
「
後
漢
書
」
校
勘
記
も
同
じ
。

＊
２

底
本
「
端
如
行
朽
兀
或
爲
白
石
或
雲
」
に
作
る
。
文
意
が
通
じ
に
く
い
た
め
「
全
後
漢
文
」
に
よ

る
。

■
訳
注

●
訓
訳

是
の
朝
、
山
に
上
る
に
、
騎
行
す
。
往
往
道
峻
峭
に
し
て
、
騎
を
下
り
、
歩
み
て
馬
を
牽
く
。
乍
つ
歩

か

み
乍
つ
騎
し
、
且
に
相
ひ
半
ば
な
ら
ん
と
す
。
中
觀
に
至
り
て
馬
を
留
む
。
平
地
を
去
る
こ
と
二
十
里
な

り
。
南
向
望
を
極
め
、
睹
え
ざ
る
は
な
し
。
仰
ぎ
て
天
關
を
望
む
に
、
谷
底
よ
り
抗
峯
を
仰
ぎ
觀
る
が
如

み

し
。
其
の
高
さ
た
る
や
、
浮
雲
を
視
る
が
如
く
、
其
の
峻
た
る
や
、
石
壁
の
窅
窱
と
し
て
、
道
徑
無
き
が

如
し
。
遙
か
に
其
の
人
を
望
む
に
、
端
端
と
し
て
杆
に
よ
り
て
升
る
が
如
し
。
或
い
は
以
て
小
白
石
と
な

し
、
或
い
は
以
て
氷
雪
と
な
す
。
之
を
久
し
く
し
て
白
き
者
の
移
り
て
樹
を
過
ぎ
、
乃
ち
是
れ
人
た
る
を

知
る
な
り
。
殊
に
上
る
べ
か
ら
ず
。
四
布
し
て
石
上
に
僵
臥
す
。

頃

く
有
り
て
復
た
蘇
す
。
亦
た
齎
せ

し
ば
ら

し
酒
脯
に
頼
る
。
處
處
に
泉
水
有
り
。
目
輒
ち
之
が
た
め
に
明
な
り
。
復
た
勉
強
し
て
相
將
い
て
行
く
。

●
注
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○
中
觀

不
詳
。

○
天
關

不
詳
。

○
抗

亢
に
通
じ
る
。
高
い
。

○
窅
窱

奥
深
い
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
石
の
壁
が
切
り
立
っ
て
い
る
様
子
を
表
し
た
も
の
。
清
馮
桂
芬
『
潘

順
之
吉
士
、
岱
頂
觀
雲
氣
圖
序
」
に
「
誓
當
携
手
煙
蘿
、
借
訪
林
澗
、
窮
石
壁
之
窅
窱
、
窺
天
門
之
窔
遼
」

と
あ
る
。

○
杆

欄
干
。

○
四
布

四
方
に
敷
き
拡
げ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
人
が
四
股
を
拡
げ
る
さ
ま
。

○
僵
臥

倒
れ
伏
し
て
起
き
な
い
。

●
口
語
訳

こ
の
朝
、
山
に
上
る
の
に
、
馬
に
跨
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
往
往
に
し
て
道
が
険
し
く
、
騎
馬
を
や
め

て
馬
を
下
り
、
馬
を
牽
き
な
が
ら
徒
歩
で
歩
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
歩
い
た
り
騎
乗
し
た
り
と
、
半
々
く
ら

い
で
あ
っ
た
。

中
観
に
至
っ
て
馬
を
留
め
た
。
こ
こ
は
平
地
か
ら
二
十
里
で
あ
る
。
南
を
向
け
ば
眺
望
は
遮
る
も
の
無

く
目
の
及
ぶ
限
り
遠
く
ま
で
眺
め
ら
れ
、
見
え
な
い
も
の
と
て
な
か
っ
た
。
振
り
仰
い
で
天
関
を
望
む
と
、

ま
る
で
谷
底
か
ら
高
い
峯
を
仰
ぎ
見
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
高
さ
た
る
や
、
ま
る
で
浮
雲
を
視
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
険
峻
さ
た
る
や
、
石
壁
が
険
し
く
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
そ
こ

を
通
る
道
な
ど
は
と
て
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

遙
か
に
天
関
あ
た
り
の
人
々
を
望
ん
で
み
る
と
、
き
ち
ん
と
な
ら
ん
で
欄
干
に
よ
り
な
が
ら
上
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
は
じ
め
は
、
そ
れ
を
小
さ
な
白
い
石
か
と
思
い
、
あ
る
い
は
氷
雪
か
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
す
る
と
白
い
も
の
が
移
動
し
て
い
き
樹
木
を
通
り
過
ぎ
る
の
が
分
か
り
、
そ
こ
で
は

じ
め
て
見
え
て
い
た
も
の
が
人
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
。

こ
こ
ま
で
の
登
攀
で
と
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
、
と
て
も
こ
れ
以
上
、
上
に
あ
が
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に

な
い
。
体
を
な
げ
だ
し
て
岩
の
上
に
倒
れ
伏
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
よ
う
や
く
生
き
返
る
。
ま
た
持
参
し

た
酒
や
干
し
肉
の
力
を
借
り
て
元
気
を
出
す
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
湧
き
水
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
目
に
す
る
た
び
に
、
美
し
さ
や
生
気
を
感
じ
、
目
が
覚

め
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
ふ
た
た
び
が
ん
ば
っ
て
、
互
い
を
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
出
発
す
る
。

［
１
・
４
］

＊
天
関
で
の
記
事
。

■
本
文

到
天
關
、
自
以
已
至
也
。
問
道
中
人
、
言
尚
十
餘
里
。
其
道
旁
山
脅
、
大
者
廣
八
九
尺
、
狹
者
五
六
尺
。

仰
視
岩
石
松
樹
、
鬱
鬱
蒼
蒼
、
若
在
雲
中
。
俯
視
溪
谷
、
碌
碌
不
可
見
丈
尺
。
遂
至
天
門
之
下
。
仰
視
天

門
、
窔
遼
如
從
穴
中
視
天
窗
矣
＊
１

。
直
上
七
里
、
賴
其
羊
腸
逶
迤
、
名
曰
環
道
。
往
往
有
絙
索
、
可
得
而

登
也
。
兩
從
者
扶
挾
、
前
人
相
牽
。
後
人
見
前
人
履
底
、
前
人
見
後
人
頂
、
如
畫
重
累
人
矣
。
所
謂
磨
胸

石
、
捫
天
之
難
也
。
初
上
此
道
行
十
餘
歩
一
休
、
稍
疲
、
咽
唇
焦
、
五
六
歩
一
休
、
蹀
蹀
據
頓
。
地

不
避
濕
暗
。
前
有
燥
地
、
目
視
而
兩
腳
不
隨
。

●
校
勘

＊
１

「
初
学
記
五
」「
太
平
御
覧
三
十
九
」
に
倣
っ
て
補
う
。
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■
訳
注

●
訓
訳

天
關
に
到
る
に
、
自
ら
已
に
至
れ
り
と
以
ふ
。
道
中
の
人
に
問
ふ
に
、
言
ふ
、
尚
ほ
十
餘
里
あ
り
、

お
も

と
。
其
の
道
旁
の
山
脅
は
、
大
な
る
者
は
廣
さ
八
九
尺
、
狹
き
者
も
五
六
尺
あ
り
。

仰
ぎ
て
岩
石
松
樹
を
視
る
に
、
鬱
鬱
蒼
蒼
と
し
て
、
雲
中
に
在
る
が
若
し
。
俯
し
て
溪
谷
を
視
る
に
、

碌
碌
と
し
て
丈
尺
を
見
る
べ
か
ら
ず
。

遂
に
天
門
の
下
に
至
る
。
仰
ぎ
て
天
門
を
視
る
に
、
窔
遼
と
し
て
、
穴
中
よ
り
天
窗
を
視
る
が
如
し
。

直
ち
に
上
る
こ
と
七
里
な
る
に
、
其
の
羊
腸
逶
迤
た
る
に
頼
り
て
、
名
し
て
環
道
と
曰
ふ
。
往
往
に
し
て

絙
索
有
り
、
得
て
登
る
べ
き
な
り
。
兩
從
者
扶
挾
し
、
前
人
相
ひ
牽
く
。
後
人
は
前
人
の
履
底
を
見
、
前

人
は
後
人
の
頂
を
見
る
。
重
累
の
人
を
畫
く
が
如
し
。
い
は
ゆ
る
磨
胸

石
、
捫
天
の
難
な
り
。
初
め
て

此
の
道
を
上
る
や
、
行
く
こ
と
十
餘
歩
に
し
て
一
休
す
。
稍
く
疲
れ
、
咽
唇
焦
ぐ
が
ご
と
し
。
五
六
歩
に

一
休
し
、
牒
牒
と
し
て
據
頓
す
。
地
は
濕
暗
を
避
け
ず
。
前
に
燥
地
有
り
、
目
視
れ
ど
も
兩
腳
隨
は
ず
。

●
注

○
山
脅

山
の
脇
、
谷
間
。

○
碌
碌

石
の
多
い
さ
ま
。

○
丈
尺

丈
尺
に
あ
て
て
物
の
長
さ
を
測
る
。
不
可
見
丈
尺
で
、
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
深
い
こ
と
。

○
窔
遼

深
遠
で
奥
が
深
い
さ
ま
。

○
天
窗

高
窓
。

○
直
上
七
里

直
線
距
離
な
ら
七
里
。

○
羊
腸
逶
迤

羊
の
腸
の
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ
て
い
る
さ
ま
。

○
絙

組
紐
。
ま
た
緪
に
同
じ
。
緪
な
ら
、
大
縄
。

○
兩
從
者

両
脇
に
従
者
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
扶
挾

助
け
支
え
る
。

○
前
人
相
牽

前
に
も
従
者
が
い
て
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
所
謂

出
典
不
詳
。

○
磨
胸

（
岩
壁
の
よ
う
な
道
に
）
胸
を
擦
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
さ
ま
。

○

石

は
両
手
で
持
ち
上
げ
る
。こ
こ
で
は
両
手
を
石
の
壁
に
か
け
て
体
を
持
ち
上
げ
て
い
る
さ
ま
。

○
捫
天

捫
は
撫
で
る
。
天
に
届
き
そ
う
な
高
所
の
登
攀
。

○
牒

蹀
に
通
じ
る
。
蹀
蹀
は
、
歩
幅
を
狭
く
し
て
歩
く
さ
ま
。
よ
ち
よ
ち
歩
き
。

○
據
頓

據
は
、
よ
り
か
か
る
。
頓
は
、
と
め
る
、
留
め
る
。
據
頓
で
、
足
が
す
く
ん
で
歩
み
が
止
ま
る

さ
ま
。

○
地
不
避
以
下

言
葉
の
意
味
は
分
か
る
が
、
文
脈
が
分
か
ら
な
い
。
一
応
、
別
紙
の
通
り
に
訳
し
て
み

た
。

●
口
語
訳

や
っ
と
天
関
に
至
っ
た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
同
道
の
も
の
か
ら
、
こ
こ
か
ら
更
に
十
里
あ
ま
り
先
で
す
、

と
言
わ
れ
た
。
道
の
両
脇
の
谷
は
、
大
き
い
も
の
は
幅
が
八
九
尺
で
、
狭
い
も
の
で
も
幅
五
六
尺
は
あ
る
。

振
り
仰
い
で
岩
石
に
生
え
る
松
樹
を
見
上
げ
る
と
、
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
て
、
ま
る
で
雲
の
中
に
い
る
か

の
よ
う
だ
。
溪
谷
を
見
下
ろ
す
と
、
石
が
ご
ろ
ご
と
し
て
お
り
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深
い
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遂
に
天
門
の
下
に
至
っ
た
。
仰
い
で
天
門
を
視
る
と
、
深
く
て
、
ま
る
で
穴
の
中
か
ら
高
窓
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。
直
線
距
離
で
は
七
里
な
の
に
、
羊
の
腸
の
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ
て
い
る
た
め
、

環
道
（
め
ぐ
り
道
）
と
言
う
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
手
す
り
の
綱
が
し
こ
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
登

る
こ
と
が
で
き
る
。
両
側
か
ら
従
者
が
手
助
け
を
し
て
く
れ
、
前
に
も
従
者
が
い
て
引
っ
張
り
上
げ
て
く

れ
る
。

後
ろ
の
人
は
前
の
ひ
と
の
靴
底
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
先
を
行
く
人
は
（
振
り
返
れ
ば
）
後
ろ
の
人
の

頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
見
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
ま
る
で
、
折
り
重
な
っ
た
人
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

岩
壁
で
胸
を
こ
す
り
、
割
れ
目
に
手
を
入
れ
て
体
を
も
ち
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
上
る
。
天
空
を
撫
で
る
よ

う
な
高
所
の
難
所
で
あ
る
。

こ
の
道
を
上
り
始
め
た
と
き
は
、
十
歩
あ
ま
り
進
ん
で
は
休
憩
し
て
い
た
が
、
次
第
に
疲
労
が
た
ま
り
、

口
や
の
ど
は
焦
げ
る
よ
う
に
乾
い
て
く
る
。
つ
い
に
は
五
六
歩
ご
と
に
休
み
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
に
な
っ
て

は
、
足
が
す
く
ん
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
本
来
な
ら
ば
避
け
た
が
る
湿
潤
の
場
所
も
、
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
進
み
、
本
来
で
あ
れ
ば
行
き
た
い
は
ず
の
乾
燥
し
た
場
所
に
は
、
あ
ま
り
の
暑
さ
と
乾
燥
の
た

め
、
足
が
す
く
ん
で
動
こ
う
と
し
な
い
。

［
１
・
５
］

＊
天
関
か
ら
山
頂
ま
で
。
始
皇
帝
や
漢
武
の
古
跡
が
あ
る
。

■
本
文

早
食
上
、
晡
後
到
天
門
。
郭
使
者
得
銅
物
。
銅
物
形
狀
如
鍾
、
又
方
柄
有
孔
、
莫
能
識
也
。
疑
封
禪
具

也
。
得
之
者
、
汝
南
召
陵
人
、
姓
楊
名
通
。
東
上
一
里
餘
、
得
木
甲
。
木
甲
者
、
武
帝
時
神
也
。
東
北
百

餘
歩
、
得
封
所
。
始
皇
立
石
及
闕
在
南
方
。
漢
武
在
其
北
二
十
餘
歩
。
得
北
垂
圓
臺
。
高
九
尺
、
方
圓
三

丈
所
。
有
兩
階
。
人
不
得
從
上
。
從
東
陛
上
、
臺
上
有
壇
。
方
一
丈
二
尺
所
。
上
有
方
石
、
四
維
有
距
石
。

四
面
有
闕
。
郷
壇
再
拜
。
謁
人
多
置
錢
物
壇
上
、
亦
不
掃
除
。

■
訳
注

●
訓
訳

早
食
に
上
り
、
晡
後
天
門
に
到
る
。
郭
使
者
銅
物
を
得
。
銅
物
、
形
狀
は
鍾
の
如
く
、
又
た
方
柄
に
孔

有
り
。
能
く
識
る
も
の
莫
き
な
り
。
疑
ふ
ら
く
は
封
禪
の
具
な
ら
ん
。
之
を
得
る
者
は
、
汝
南
召
陵
の
人
、

姓
は
楊
名
は
通
な
り
。

東
の
か
た
上
る
こ
と
一
里
餘
に
し
て
、
木
甲
を
得
。
木
甲
な
る
者
は
、
武
帝
の
時
の
神
な
り
。
東
北
の

か
た
百
餘
歩
に
し
て
、
封
所
を
得
。
始
皇
の
立
石
及
び
闕
南
方
に
在
り
。
漢
武
は
其
の
北
二
十
餘
歩
に
在

り
。
北
垂
の
圓
臺
を
得
。
高
さ
九
尺
、
方
圓
三
丈
ば
か
り
な
り
。
兩
階
有
り
。
人
從
ひ
て
上
る
を
得
ず
。

東
の
陛
よ
り
上
る
。
臺
上
に
壇
有
り
。
方
一
丈
二
尺
ば
か
り
。
上
に
方
石
有
り
、
四
維
に
距
石
有
り
。
四

面
に
闕
有
り
。
壇
に
郷
ひ
て
再
拜
す
。
謁
人
錢
物
を
壇
上
に
置
く
こ
と
多
く
、
亦
た
掃
除
せ
ず
。

む
か

●
注

○
早
食

朝
食
。

○
晡

申
の
刻
。
午
後
四
時
前
後
。

○
郭
使
者

前
出
の
郭
堅
伯
。

○
鍾

酒
器
の
一
種
。
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○
方
柄

鍾
の
取
っ
手
が
四
角
の
棒
状
な
の
か
。

○
得
之
者

先
に
は
「
郭
使
者
」
が
銅
物
を
「
得
」
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
「
得
」
は
「
発
見
」

で
、
郭
使
者
の
「
得
」
は
「
入
手
」
で
あ
ろ
う
。

○
木
甲

不
詳
。
木
製
の
鎧
を
帯
び
た
神
か
。

○
始
皇
立
石

い
わ
ゆ
る
泰
山
刻
石
。
当
時
は
勿
論
現
存
し
た
。

○
北
垂

北
辺
。

○
方
圓
三
丈
所

一
方
（
直
径
）
が
三
丈
く
ら
い
の
円
形
、
と
解
し
た
。

○
人
不
得
從
上

封
禅
の
儀
式
の
と
き
、
皇
帝
以
外
の
人
は
こ
こ
か
ら
上
っ
て
は
な
ら
な
い
、
の
意
味
に

解
し
た
。

○
謁
人

拝
謁
す
る
人
。

○
錢
物

お
供
え
物
で
あ
ろ
う
。

○
掃
除

祓
い
清
め
る
、
あ
る
い
は
単
に
清
掃
す
る
。

●
口
語
訳

朝
食
後
上
り
始
め
、
午
後
四
時
頃
に
天
門
に
到
る
。

郭
使
者
が
銅
製
の
器
物
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
形
狀
は
、
酒
器
の
鍾
の
よ
う
で
あ
り
、
四
角
い
柄
の
部

分
に
は
穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
い
う
も
の
か
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
封
禅
の
祭
具
な
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
見
つ
け
た
の
は
、
汝
南
召
陵
出
身
の
楊
通
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

東
に
一
里
ほ
ど
上
る
と
、
木
甲
を
得
た
。
木
甲
と
は
、
武
帝
の
時
の
神
で
あ
る
（
そ
の
神
像
を
得
た
）
。

東
北
に
百
歩
あ
ま
り
で
、
封
禅
を
挙
行
し
た
場
所
に
出
た
。
始
皇
帝
の
泰
山
刻
石
と
、
門
闕
が
南
側
に
あ

る
。
漢
武
の
と
き
の
祭
壇
は
そ
の
北
二
十
歩
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
。

北
辺
に
円
形
の
台
が
あ
っ
た
。
高
さ
は
九
尺
、
直
径
三
丈
あ
ま
り
で
あ
る
。
両
側
に
階
段
が
あ
る
。
儀

式
の
時
に
は
、
皇
帝
以
外
の
人
は
、
こ
の
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

東
側
の
階
段
か
ら
円
台
に
上
っ
て
み
る
。
す
る
と
台
の
う
え
に
祭
壇
が
あ
っ
た
。
一
辺
一
丈
二
尺
ば
か

り
の
方
形
で
あ
る
。
台
の
上
に
は
方
形
の
石
が
あ
り
、
四
隅
に
列
石
が
列
ん
で
い
る
。
四
面
に
門
闕
が
あ

る
。壇

に
向
か
っ
て
再
拝
し
た
。
拝
謁
者
が
錢
や
物
な
ど
の
お
供
え
物
を
壇
上
に
置
く
こ
と
が
多
く
、
ま
た

清
掃
さ
れ
て
お
ら
ず
古
い
お
供
え
物
が
残
存
し
て
い
る
。

［
１
・
６
］

＊
［
１
・
６
］
は
光
武
帝
が
天
門
に
上
っ
て
き
た
と
き
に
、
壇
上
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
を
叱
責
し
た
こ
と

を
記
す
。
こ
れ
ま
で
馬
第
伯
が
先
遣
隊
と
し
て
登
っ
た
時
の
こ
と
を
述
べ
て
き
た
も
の
と
辻
褄
が
合
わ
な

い
。
［
１
・
５
］
で
壇
が
汚
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
を
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
に
続
け
て
後
日
談
で
あ
る

光
武
帝
の
事
ヲ
挿
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

■
本
文

國
家
上
見
之
則
詔
書
所
謂
酢
梨
酸
棗
狼
藉
散
錢
處
數
百
幣
帛
具
道
是
武
帝
封
禪
至
泰
山
下
未
及
上
百
官
為

先
上
跪
拜
置
梨
棗
錢
於
道
以
求
福
即
此
也
＊
１

。

●
校
勘

＊
１

こ
の
節
、
意
味
が
通
じ
が
た
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
、
「
游
記
選
」
に
倣
い
「
全
後
漢
文
」
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が
校
補
し
た
も
の
を
用
い
る
。

國
家
上
見
之
。
則
詔
書
所
謂
酢
梨
酸
棗
狼
藉
、
散
錢
處
數
百
、
幣
帛
具
道
。
詔
問
其
故
。
主
者
曰
、
是
武

帝
封
禪
至
泰
山
下
、
未
及
上
、
百
官
為
先
上
跪
拜
、
置
梨
棗
錢
於
道
、
以
求
福
、
即
此
也
。
上
曰
、
封
禅

大
禮
、
千
載
一
會
、
衣
冠
士
大
夫
、
何
故
爾
也
。

■
訳
注

●
訓
訳

國
家
上
り
て
之
を
見
る
。
則
ち
詔
書
に
謂
ふ
所
の
「
酢
梨
酸
棗
狼
藉
し
、
散
錢
數
百
に
處
り
、
幣
帛
道

に
具
す
」
も
の
な
り
。

其
の
故
を
詔
問
す
る
に
、
主
者
曰
く
、
「
是
れ
武
帝
の
封
禪
に
泰
山
の
下
に
至
り
、
未
だ
上
る
に
及
ば

ず
し
て
、
百
官
為
め
に
先
に
上
り
て
跪
拜
し
、
梨
棗
錢
を
道
に
置
き
、
以
て
福
を
求
む
、
即
ち
此
れ
な
り
」

と
。上

曰
く
「
封
禅
の
大
禮
は
、
千
載
一
會
な
り
。
衣
冠
の
士
大
夫
、
何
の
故
に
爾
る
」
と
。

し
か

●
注

○
詔
書

壇
上
の
狼
藉
ぶ
り
を
見
た
光
武
帝
が
発
し
た
叱
責
の
文
書
。

○
酢
梨
酸
棗

酢
・
酸
は
腐
る
こ
と
。

○
狼
藉

取
り
散
ら
か
し
た
さ
ま
。

○
幣
帛

神
に
捧
げ
る
礼
物
の
絹
布
。

○
主
者
曰

彼
は
武
帝
期
の
狼
藉
が
今
残
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
武
帝
の
封
禅
か
ら
数
十
年
た
っ
た
と
き

ま
で
、
腐
敗
し
た
果
物
が
残
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

●
口
語
訳

皇
帝
陛
下
が
上
っ
て
こ
ら
れ
て
、
こ
の
場
を
見
ら
れ
た
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
陛
下
が
下
さ
れ
た
命
令

書
に
「
腐
っ
た
梨
や
杏
が
そ
こ
い
ら
へ
ん
に
取
り
散
ら
か
っ
て
お
り
、
ば
ら
銭
が
辺
り
一
面
に
散
ら
ば
っ

て
い
て
、
供
物
の
絹
が
道
ば
た
に
放
り
出
さ
れ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
っ
た
。

陛
下
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
下
問
さ
れ
る
と
、
担
当
者
は
「
こ
れ
は
武
帝
の
と
き
、
封
禅
の
た
め
に
泰

山
の
麓
へ
来
て
、
彼
自
身
が
ま
だ
上
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
百
官
達
が
先
遣
隊
と
し
て
登
り
、
梨
杏
銭
を

さ
さ
げ
て
福
を
求
め
た
、
そ
の
痕
跡
な
の
で
す
」
と
回
答
し
た
。

す
る
と
陛
下
は
こ
う
言
わ
れ
た
「
封
禅
と
い
う
大
礼
は
、
千
年
に
一
度
と
い
う
め
っ
た
に
な
い
慶
事
で

す
。
そ
れ
な
の
に
、
皇
帝
を
さ
し
お
い
て
臣
下
た
ち
が
勝
手
に
礼
拝
す
る
と
は
何
事
で
す
か
」
と
。

［
１
・
７
］

＊
泰
山
山
頂
の
諸
峯
の
記
述
。
こ
の
節
、
「
全
後
漢
文
」
等
で
は
、
誤
脱
が
あ
ろ
う
と
し
て
、
か
な
り
字

句
を
補
う
。
前
稿
で
は
、
そ
れ
に
従
っ
た
が
、
本
稿
で
は
最
小
限
の
補
足
に
留
め
た
。

■
本
文

東
山
名
曰
日
觀
。
日
觀
者
、
雞
一
鳴
時
、
見
日
始
欲
出
、
長
三
丈
所
。
故
以
名
焉
＊
１

。
秦
觀
者
望
見
長
安
、

吳
觀
者
望
見
會
稽
、
周
觀
者
望
見
嵩
山
＊
２

。
北
有
石
室
。
壇
以
南
有
玉
盤
、
中
有
玉
龜
。
山
南
脅
神
泉
、

飲
之
極
清
美
利
人
。

●
校
勘
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＊
１

「
水
経
注
・
汶
水
注
」
に
倣
い
、
補
う
。

＊
２

底
本
「
齊
西
」
に
作
る
。
「
中
華
校
勘
記
」
が
、
「
後
漢
書
集
解
」
引
く
盧
文
弨
の
説
に
よ
っ
て

「
嵩
山
」
と
改
め
る
の
に
従
う
。
や
や
強
引
で
は
あ
る
。

■
訳
注

●
訓
訳

東
の
山
は
名
づ
け
て
日
觀
と
曰
ふ
。
日
觀
な
る
者
は
、
雞
一
鳴
の
時
、
日
の
始
め
て
出
で
ん
と
欲
す
る

こ
と
、
長
さ
三
丈
ば
か
り
な
る
を
見
る
。
故
に
以
て
名
づ
く
。

秦
觀
な
る
者
は
長
安
を
望
見
し
、
吳
觀
な
る
者
は
會
稽
を
望
見
し
、
周
觀
な
る
者
は
嵩
山
を
望
見
す
。

北
に
石
室
有
り
。
壇
以
南
に
玉
盤
有
り
、
中
に
玉
龜
有
り
。
山
の
南
脅
に
神
泉
あ
り
。
之
を
飲
め
ば
極

め
て
清
美
に
し
て
人
に
利
あ
り
。

●
注

○
日
觀
・
秦
觀
・
呉
觀
・
周
觀

峯
の
名
と
と
っ
た
。
秦
観
か
ら
見
え
る
と
い
う
長
安
と
、
周
観
か
ら
見

え
る
と
い
う
嵩
山
は
、
方
向
が
同
じ
で
あ
る
が
。

●
口
語
訳

山
頂
の
東
の
峯
を
日
観
と
い
う
。
日
観
と
い
う
名
は
、
鶏
が
暁
を
告
げ
る
第
一
声
の
時
、
太
陽
が
昇
り

始
め
て
三
丈
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
っ
た
も
の
が
見
え
る
。
そ
こ
で
（
太
陽
が
初
め
て
見
る
と
こ
ろ
と
い

う
の
で
）
日
観
と
い
う
の
だ
。

秦
観
か
ら
は
遥
か
長
安
を
望
見
で
き
、
呉
観
か
ら
は
遥
か
会
稽
を
望
見
で
き
、
周
観
か
ら
は
遥
か
嵩
山

を
望
見
で
き
る
。

山
頂
の
北
部
に
封
禅
の
儀
式
に
用
い
た
石
室
が
あ
る
。
祭
壇
の
南
に
は
玉
盤
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
玉

の
亀
が
あ
る
。
山
の
南
の
谷
に
神
泉
が
あ
る
。
そ
の
水
は
と
て
も
清
ら
か
で
澄
み
切
っ
て
お
り
、
飲
め
ば

人
を
生
き
返
ら
せ
る
。

［
１
・
８
］

＊
下
山
の
様
子
。
馬
第
伯
の
登
攀
記
録
は
こ
こ
で
終
わ
る
。

■
本
文

日
入
下
去
、
行
數
環
。
日
暮
時
頗
雨
、
不
見
其
道
、
一
人
居
其
前
、
先
知
蹈
有
人
、
乃
舉
足
隨
之
。
比
至

天
門
下
、
夜
人
定
矣

■
訳
注

●
訓
訳

日
入
り
て
下
り
去
り
、
行
く
こ
と
數
環
。
日
暮
の
時
、
頗
る
雨
ふ
り
、
其
の
道
を
見
ず
。
一
人
其
の
前

に
居
り
、
先
ず
蹈
み
て
人
有
る
を
知
る
り
て
、
乃
ち
足
を
舉
げ
て
之
に
隨
ふ
。

天
門
の
下
に
至
る

比

ひ
、
夜
人
定
な
り
。

こ
ろ
ほ

●
注

○
人
定

深
夜
人
が
静
か
な
と
き
。
午
後
九
時
前
後
。
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●
口
語
訳

太
陽
が
沈
ん
で
か
ら
下
り
始
め
、
何
回
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
進
む
。
日
暮
れ
頃
か
ら
雨
が
と
て
も

降
り
、
道
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
前
に
一
人
お
り
、
そ
の
人
が
踏
ん
で
い
る
こ
と
（
あ
る
い
は
音
）

か
ら
人
が
居
る
こ
と
が
事
前
に
分
か
り
、
そ
こ
で
初
め
て
自
分
も
足
を
上
げ
て
踏
み
出
し
て
、
そ
の
人
に

つ
い
て
行
く
。
天
門
に
至
る
こ
ろ
に
は
、
深
夜
の
九
時
ご
ろ
に
な
っ
た
。

［
２
］

＊
［
２
］
か
ら
再
び
儀
注
的
記
述
。［
２
］
は
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
封
禅
挙
行
の
前
日
ま
で
。
な
お
、

皇
帝
等
は
、
十
五
日
か
ら
斎
に
入
っ
て
お
り
、［
２
］
も
斎
期
間
中
の
こ
と
と
な
る
。
瑞
兆
を
見
て
い
る
。

■
本
文

車
駕
十
九
日
之
山
虞
、
國
家
居
亭
、
百
官
（
布
）
〔
列
〕
野
。
此
日
山
上
雲
氣
成
宮
闕
、
百
官
並
見
之
。

二
十
一
日
夕
牲
時
、
白
氣
廣
一
丈
、
東
南
極
望
致
濃
厚
。
時
天
清
和
無
雲
。
瑞
命
篇
「
岱
獄
之
瑞
、
以
日

為
應
」
也
。

■
訳
注

●
訓
訳

車
駕
十
九
日
、
山
虞
に
之
く
。
國
家
は
亭
に
居
り
、
百
官
は
野
に
布
す
。

此
の
日
、
山
上
は
雲
氣
宮
闕
を
成
し
、
百
官
並
び
に
之
を
見
る
。

二
十
一
日
、
夕
牲
の
時
、
白
氣
廣
さ
一
丈
、
東
南
に
望
を
極
め
、
濃
厚
を
致
す
。
時
に
天
清
和
に
し
て

雲
無
し
。
瑞
命
篇
に
「
岱
獄
の
瑞
、
日
を
以
て
應
と
爲
す
な
り
」
と
。

●
注

○
夕
牲

祭
祀
の
前
日
、
犠
牲
を
供
え
る
の
に
必
要
な
器
具
を
点
検
す
る
こ
と
。

○
瑞
命
篇

「
礼
記
」
の
逸
文
ら
し
い
。
「
夕
方
、
東
南
の
方
角
に
気
体
が
伸
び
る
」
と
い
う
の
が
「
太

陽
に
関
わ
る
瑞
兆
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
方
角
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
口
語
訳

天
子
の
御
車
は
、
二
月
十
九
日
に
山
虞
の
と
こ
ろ
へ
行
か
れ
た
。
天
子
は
高
台
に
お
り
、
百
官
た
ち
は

そ
の
前
の
広
場
に
敷
き
列
ん
だ
。

こ
の
日
、
泰
山
山
上
で
は
、
雲
気
が
宮
殿
の
形
を
な
し
、
立
ち
並
ん
だ
百
官
は
皆
そ
れ
を
目
撃
し
た
。

二
十
一
日
の
夕
方
、
犠
牲
の
た
め
の
器
具
を
点
検
す
る
時
間
に
、
広
さ
一
丈
の
白
い
極
め
て
濃
厚
な
雲

気
が
、
東
南
方
向
に
目
の
許
す
限
り
伸
び
て
い
っ
た
。
「
瑞
命
篇
」
で
「
泰
山
に
お
け
る
瑞
兆
は
、
太
陽

の
反
応
が
そ
れ
に
あ
た
る
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
だ
。

＊
［
３
］
か
ら
［

］
は
、
二
月
二
十
二
日
の
封
禅
当
日
の
記
録
。

12

［
３
］

＊
左
記
の
「
続
漢
書
・
祭
祀
志
下
」
の
本
文
（
以
下
「
志
本
文
」
）
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
具
体
的
に
は

「
燎
祭
」
の
注
。
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志
本
文
「
二
十
二
日
辛
卯
晨
、
燎
祭
天
於
泰
山
下
南
方
、
羣
神
皆
從
、
用
樂
如
南
郊
（
二
十
二
日
辛
卯
の

晨
、
天
を
泰
山
の
下
の
南
方
に
燎
祭
す
。
羣
神
皆
な
從
ふ
、
樂
を
用
ひ
南
郊
に
如
く
）
」。

■
本
文

晨
祭
也
。
日
高
三
丈
所
、
燔
燎
煙
正
北
向
＊
１

。

●
校
勘

＊
１

底
本
「
燔
燎
燔
燎
煙
正
北
也
」
に
作
る
。「
中
華
校
勘
記
」
に
従
い
、
改
め
る
。

■
訳
注

●
訓
訳

晨
祭
な
り
。
日
高
さ
三
丈
ば
か
り
な
り
。
燔
燎
す
る
に
、
煙
正
北
に
向
く
。

●
注

○
燔
燎

霊
芝
を
焚
く
儀
礼
。

○
正
北
向

「
正
に
北
に
向
く
」
と
も
読
め
る
。
意
味
は
大
差
な
い
。

●
口
語
訳

晨
に
行
う
祭
祀
で
あ
る
。
太
陽
が
三
丈
ば
か
り
昇
っ
た
と
き
。
霊
芝
を
焚
く
と
、
煙
は
真
北
に
上
っ
て

い
っ
た
。

［
４
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
百
官
た
ち
の
泰
山
登
攀
の
手
段
が
身
分
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を

記
す
。

志
本
文
「
諸
王
、
王
者
後
二
公
、
孔
子
後
襃
成
君
、
皆
助
祭
位
事
也
（
諸
王
と
、
王
者
の
後
の
二
公
［
殷

と
周
の
末
裔
］
と
孔
子
の
後
の
襃
成
君
、
皆
な
助
祭
と
し
て
位
し
事
と
す
る
な
り
）
」。

■
本
文

百
官
各
以
次
上
。
郡
儲
輦
三
百
、
為
貴
臣
諸
公
王
侯
、
卿
大
夫
百
官
皆
歩
上
、
少
用
輦
。

■
訳
注

●
訓
訳

百
官
各
々
次
を
以
て
上
る
。
郡
の
儲
輦
三
百
は
、
貴
臣
諸
公
王
侯
の
爲
な
り
、
卿
大
夫
百
官
は
皆
な
歩

し
て
上
り
、
輦
を
用
ふ
る
は
少
な
し
。

●
注

○
儲

具
え
る
。

○
輦

人
が
引
っ
張
る
車
。

○
爲

侯
ま
で
で
区
切
る
の
は
「
中
華
書
局
版
」
に
よ
る
。

●
口
語
訳
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百
官
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
順
々
に
上
っ
て
い
く
。
郡
が
用
意
し
た
輦
に
乗
る
の
は
、
貴
臣
諸
公
王
侯
ま
で

で
、
そ
れ
以
下
の
卿
大
夫
百
官
は
み
な
徒
歩
で
登
山
し
、
輦
を
使
う
者
は
少
な
い
。

［
５
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
登
る
天
子
の
輦
の
動
き
を
記
す
。

志
本
文
「
至
食
時
、
御
輦
升
山
（
食
の
時
に
至
り
、
御
輦
山
に
升
る
）
」。

■
本
文

國
家
御
首
輦
、
人
輓
升
山
。
至
中
觀
休
、
須
臾
復
上
。

■
訳
注

●
訓
訳

國
家
首
輦
を
御
し
、
人
輓
き
て
山
に
升
る
。
中
觀
に
至
り
て
休
む
も
、
須
臾
に
し
て
復
た
上
る
。

●
口
語
訳

天
子
は
先
頭
の
輦
を
率
い
、
人
が
引
っ
張
っ
て
泰
山
を
登
る
。
中
観
に
至
っ
て
休
憩
す
る
が
、
す
ぐ
に

ま
た
登
り
始
め
る
。

［
６
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
山
頂
へ
到
着
し
た
の
ち
の
百
官
た
ち
の
動
き
を
記
す
。

志
本
文
「
日
中
後
、
到
山
上
。
更
衣
（
日
中
す
る
の
の
ち
、
山
上
へ
到
る
。
更
衣
す
）
」
。

■
本
文

須
臾
、
羣
臣
畢
就
位
。

■
訳
注

●
訓
訳

須
臾
に
し
て
、
羣
臣
畢
く
位
に
就
く
。

●
口
語
訳

ま
も
な
く
、
群
臣
た
ち
が
す
べ
て
位
置
に
つ
い
た
。

［
７
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
群
臣
が
登
壇
し
て
整
列
す
る
の
に
対
し
、
天
子
が
取
る
行
動
を
記

す
。

志
本
文
「
羣
臣
以
次
陳
後
、
西
上
、
畢
位
升
壇
（
羣
臣
、
次
を
持
っ
て
陳
す
る
の
の
ち
、
西
に
上
る
。
畢

く
位
し
壇
に
升
る
）
」
。

■
本
文

國
家
臺
上
北
面
、
虎
賁
陛
戟
臺
下
。
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■
訳
注

●
訓
訳

國
家
臺
上
に
て
北
面
し
、
虎
賁
臺
下
に
陛
戟
す
。

●
注

○
虎
賁

こ
こ
で
は
、
既
出
の
虎
賁
郎
将
梁
松
で
は
な
く
、
武
器
を
持
っ
て
天
子
に
扈
従
す
る
護
衛
兵
の

こ
と
だ
ろ
う
。

○
陛
戟

戟
を
手
に
取
っ
て
陛
下
を
守
る
こ
と
。

●
口
語
訳

天
子
は
台
上
で
北
を
向
い
て
立
ち
、護
衛
の
虎
賁
た
ち
は
戟
を
手
に
取
っ
て
列
ん
で
陛
下
を
護
衛
す
る
。

［
８
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
石
箱
を
開
く
担
当
者
を
記
す
。

志
本
文
「
尚
書
令
奉
玉
牒
檢
、
皇
帝
以
寸
二
分
璽
親
封
之
、
訖
、
太
常
命
人
發
壇
上
石
（
尚
書
令
は
玉
牒

檢
を
奉
じ
、
皇
帝
は
寸
二
分
の
璽
を
以
て
親
し
く
之
を
封
ず
。
訖
り
て
、
太
常
は
人
に
命
じ
て
壇
上
の
石

を
發
せ
し
む
）
」。

■
本
文

騶
騎
三
千
餘
人
發
壇
上
方
石
。

■
訳
注

●
訓
訳

騶
騎
三
千
餘
人
、
壇
上
の
方
石
を
發
す
。

●
注

○
騶
騎

騎
士
。
騎
馬
で
こ
こ
ま
で
登
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
常
に
は
騎
馬
し
て
い
る
武
官

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
三
千
餘
人

石
箱
を
開
く
の
に
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
登
山
し
て
き
た
の
も
こ
れ
ほ
ど

の
数
で
は
な
い
。
文
字
に
誤
り
が
あ
る
か
。

○
發

開
く
。

●
口
語
訳

三
千
人
あ
ま
り
の
騎
士
が
、
壇
上
の
石
箱
を
開
く
。

［
９
］

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
檢
石
の
数
や
素
材
な
ど
を
記
す
。

志
本
文
「
尚
書
令
藏
玉
牒
已
、
復
石
覆
訖
、
尚
書
令
以
五
寸
印
封
石
檢
（
尚
書
令
玉
牒
を
藏
し
已
り
、
復

た
石
も
て
覆
ひ
訖
る
。
尚
書
令
五
寸
の
印
を
以
て
石
檢
を
封
ず
）
」。
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■
本
文

以
金
為
繩
、
以
石
為
＊
１

檢
。
南
方
北
方
各
二
檢
＊
２

、
東
方
西
方
各
三
檢
。
檢
中
石
泥
及
壇
土
色
、
青
＊
３

赤
白
黑
、
各
依
如
其
方
色
。

●
校
勘

＊
１

底
本
「
三
」
に
作
る
。
中
華
校
勘
記
に
倣
い
「
爲
」
に
改
め
る
。

＊
２

「
全
後
漢
文
」
に
倣
い
、
補
う
。

＊
３

「
北
堂
書
鈔
」
に
倣
い
、
補
う
。

■
訳
注

●
訓
訳

金
を
以
て
繩
を
爲
り
、
石
を
以
て
檢
を
爲
る
。

南
方
北
方
各
々
二
檢
、
東
方
西
方
各
々
三
檢
な
り
。

檢
中
の
石
泥
及
び
壇
土
の
色
は
、
青
赤
白
黑
、
各
々
其
の
方
の
色
の
如
き
に
依
る
。

●
注

○
方
色

五
行
の
配
当
で
は
、「
東
―
青
、
南
―
赤
、
西
―
白
、
北
―
黒
」
で
あ
る
。

●
口
語
訳

黄
金
で
し
ば
る
繩
を
作
り
、
石
で
箱
を
作
る
。

南
方
北
方
そ
れ
ぞ
れ
二
檢
置
き
、
東
方
西
方
そ
れ
ぞ
れ
三
檢
配
置
す
る
。

檢
の
中
の
石
泥
と
壇
の
土
の
色
は
、
青
赤
白
黑
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
方
の
方
角
の
色
と
同
じ
に
す
る
。

［

］
10

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。「
封
」
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
群
臣
の
万
歳
の
記
事
。

志
本
文
「
事
畢
、
皇
帝
再
拜
、
羣
臣
稱
萬
歳
（
事
畢
り
、
皇
帝
再
拝
す
。
群
臣
萬
歳
を
稱
す
）
」。

■
本
文

稱
萬
歳
音
、
動
山
谷
。
有
氣
屬
天
、
遙
望
不
見
山
巔
、
山
巔
人
在
氣
中
、
不
知
也
。

■
訳
注

●
訓
訳

萬
歳
と
稱
す
る
の
音
、
山
谷
を
動
か
す
。
氣
の
天
に
屬
す
る
有
り
。
遙
か
に
望
む
に
山
巓
を
見
ず
。
山

巔
の
人
は
氣
の
中
に
在
り
て
、
知
ら
ざ
る
な
り
。

●
口
語
訳

群
臣
た
ち
が
萬
歳
と
唱
え
る
声
は
、
山
谷
を
動
か
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

天
に
立
ち
上
る
「
雲
気
」
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
遙
か
に
山
頂
を
望
む
が
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

山
巔
の
人
々
は
「
雲
気
」
に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、
群
臣
達
の
萬
歳
の
声
が
山
谷
を
動
か
す
ほ
ど
で
あ
っ

た
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
（
よ
う
だ
）。
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［

］
11

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。
下
山
の
様
子
を
詳
し
く
述
べ
る
。
儀
注
的
部
分
だ
が
、
細
か
い
体

験
や
感
情
な
ど
が
主
観
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
登
攀
記
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

志
本
文
「
命
人
立
所
刻
石
碑
（
こ
の
碑
文
は
「
続
漢
書
・
祭
祀
志
上
」
に
引
用
）
、
乃
復
道
下
（
人
に
命

じ
て
刻
せ
し
所
の
石
碑
を
立
て
し
め
、
乃
ち
道
を
復
し
て
下
る
）
」。

■
本
文

封
畢
。
有
頃
、
詔
百
官
以
次
下
、
國
家
隨
後
。
數
百
人
維
持
行
、
相
逢
推
、
百
官
連
延
二
十
餘
里
。
道

迫
小
、
深
谿
高
岸
數
百
丈
。
歩
從
匍
匐
邪
下
＊
１

、
起
近
炬
火
、
止
亦
駱
驛
。
歩
從
觸
擊
大
石
、
石
聲
正
讙
、

但
讙
石
旡
相
應
和
者
。
腸
不
能
已
、
口
不
能
默
。
夜
半
後
到
、
百
官
明
旦
乃
訖
。
其
中
老
者
氣
劣
不
行
、

正
臥
巖
石
下
。

明
日
、
太
醫
令
復
遵
問
起
居
。
國
家
云
：
『
昨
上
下
山
、
欲
行
迫
前
人
、
欲
休
則
後
人
所
蹈
、
道
峻
危

險
、
恐
不
能
度
。
國
家
不
勞
、
百
官
已
下
露
臥
水
飲
、
無
一
人
蹉
跌
、
無
一
人
疾
病
、
豈
非
天
邪
！
』
泰

山
率
多
暴
雨
、
如
今
上
直
下
柴
祭
封
登
、
清
晏
温
和
。
明
日
上
壽
、
賜
百
官
省
事
」
。
事
畢
發
、
暮
宿
奉

高
三
十
里
。
明
日
發
、
至
梁
甫
九
十
里
夕
牲

●
校
勘

＊
１

底
本
「
上
」
に
作
る
。
意
を
も
っ
て
「
下
」
に
改
め
た
。

■
訳
注

●
訓
訳

封
、
畢
る
。

頃
有
り
て
、
百
官
に
詔
し
て
次
を
以
て
下
ら
し
め
、
國
家
は
後
に
隨
ふ
。

數
百
人
、
維
持
し
て
行
き
、
相
ひ
逢
推
す
。
百
官
の
連
延
た
る
こ
と
二
十
餘
里
な
り
。

道
は
迫
小
に
し
て
、
深
谿
高
岸
數
百
丈
な
り
。
歩
從
は
匍
匐
し
て

邪

に
下
る
。
起
ち
て
は
炬
火
に
近

な
な
め

く
、
止
り
て
は
亦
た
駱
驛
た
り
。
歩
從
大
石
に
觸
擊
す
れ
ば
、
石
聲
正
に
讙
す
。
但
だ
讙
石
に
相
ひ
應
和

す
る
者
旡
し
。
腸
は
已
む
こ
と
能
わ
ず
、
口
は
默
す
る
こ
と
能
わ
ず
。

な

夜
半
の
後
に
到
る
。
百
官
は
明
旦
に
乃
ち
訖
る
。

其
の
中
の
老
い
た
る
者
は
、
氣
劣
に
し
て
行
け
ず
、
正
に
巖
石
の
下
に
臥
す
。

明
日
、
太
醫
令
復
た
遵
ひ
て
起
居
を
問
ふ
。

國
家
云
ふ
「
昨
、
山
を
上
下
す
。
行
か
ん
と
欲
す
れ
ば
前
人
に
迫
り
、
休
ま
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち
後
人

に
蹈
ま
る
。
道
は
峻
に
し
て
危
險
に
し
て
、
恐
れ
度
る
能
わ
ず
。
國
家
勞
せ
ず
、
百
官
已
下
露
臥
水
飲
す

る
に
、
一
人
の
蹉
跌
無
く
、
一
人
の
疾
病
無
き
は
、
豈
に
天
に
非
ず
や
。
泰
山
率
ね
暴
雨
多
き
も
、
如
今

は
上
り
て
直
ち
に
下
り
、
柴
祭
封
登
す
る
に
、
清
晏
温
和
な
り
。
明
日
上
壽
し
、
百
官
に
省
事
を
賜
は
ん
」

と
。事

畢
り
て
發
し
、
暮
に
奉
高
三
十
里
に
宿
す
。

明
日
發
し
、
梁
甫
九
十
里
に
至
り
て
夕
牲
す
。

●
注

○
國
家
隨
後

皇
帝
が
し
ん
が
り
と
い
う
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う
。「
國
家
の
後
に
隨
ふ
」
か
。
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○
維
持
行

維
持
は
、
保
ち
続
け
る
、
支
え
る
。
支
え
合
い
な
が
ら
進
む
。

○
逢
推

逢
は
、
迎
え
る
。
逢
推
で
、
前
後
助
け
合
い
な
が
ら
。

○
道
迫
小

迫
が
、
せ
ば
ま
る
、
な
ら
ば
「
道
は
狭
ま
り
小
さ
く
」
。
せ
ま
る
、
な
ら
ば
「
道
は
人
で
ひ

し
め
き
合
っ
て
小
さ
く
」
と
な
る
。
今
後
者
に
従
う
。

○
邪

斜
に
通
じ
る
。

○
但
讙
石
旡
相
應
和
者

音
を
立
て
て
落
ち
て
い
く
石
に
応
じ
る
も
の
、
つ
ま
り
そ
の
石
が
ど
こ
か
底
に

到
達
し
て
止
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
旡

無
に
通
じ
る
。

○
駱
驛

途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
こ
と
。

○
腸
不
能
已

下
山
の
疲
労
と
恐
怖
で
、
は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
そ
う
だ
と
い
う
の
か
。

○
口
不
能
默

下
山
の
疲
労
と
恐
怖
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
言
葉
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
恐
怖
の
あ
ま
り
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
う
、
か
。

○
明
日
、
太
醫
令
…
…

封
の
翌
日
、
二
十
三
日
。

○
太
醫
令

少
府
の
属
官
で
、
諸
医
を
職
掌
と
し
た
。

○
起
居

天
子
の
起
き
伏
し
、
全
て
の
行
動
。
ま
た
機
嫌
。
医
薬
関
係
者
が
、
天
子
の
身
の
回
り
に
注
意

を
し
、
起
居
中
的
文
献
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
。

○
國
家
云

こ
こ
に
下
山
の
苦
労
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
子
は
輦
に
載
っ
て
お
り
、
徒
歩
で
下
山
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
徒
歩
で
下
山
し
た
も
の
の
こ
と
を
代
弁
し
て
い
る
の
か
。

○
蹉
跌

つ
ま
づ
く
。
つ
ま
づ
い
て
怪
我
を
す
る
こ
と
か
。

○
清
晏
温
和

天
が
澄
み
渡
り
晴
れ
て
お
り
、
気
候
が
お
だ
や
か
。

○
賜
百
官
省
事

「
中
華
書
局
版
」
は
、
「
豈
非
天
邪
」
ま
で
を
天
子
の
言
葉
と
取
る
。
そ
れ
に
遵
っ
て

「
明
日
」
を
重
ね
て
い
く
と
、
梁
甫
で
の
禅
の
祭
が
二
十
六
日
と
な
り
、
続
漢
書
本
文
と
符
合
し
な
い
。

そ
こ
で
「
明
日
上
壽
」
を
天
子
の
言
葉
と
解
し
、
天
子
の
言
葉
を
本
稿
の
よ
う
に
し
た
。
省
事
は
、
事
務

業
務
を
簡
素
化
す
る
こ
と
。
祭
祀
を
無
事
に
終
え
た
褒
美
と
し
て
、
官
吏
の
事
務
業
務
を
簡
素
と
し
て
も

よ
い
、
と
い
う
恩
恵
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
奉
高
三
十
里

泰
山
か
ら
三
十
里
の
奉
高
の
地
、
と
解
し
た
。

○
明
日
發

二
十
四
日
。
二
十
五
日
に
、
梁
甫
で
禅
の
儀
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

○
梁
甫
九
十
里

奉
高
か
ら
九
十
里
の
梁
甫
の
地
、
と
解
し
た
。

●
口
語
訳

泰
山
山
頂
に
お
け
る
封
の
儀
式
が
終
了
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
百
官
に
命
令
が
下
り
、
順
々
に
下
山
す
る
こ
と
と
な
り
、
天
子
は
最
後
尾
と

な
っ
た
。

数
百
人
が
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
助
け
合
い
な
が
ら
進
む
。
百
官
達
の
列
は
延
々
と
二
十
里
あ
ま
り
と

な
っ
た
。

道
は
狭
く
人
が
ひ
し
め
き
合
い
、
傍
ら
の
深
い
谿
や
険
し
い
が
け
は
数
百
丈
も
の
高
さ
で
あ
る
。
徒
歩

で
進
む
者
は
、
は
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
し
て
斜
め
に
下
っ
て
い
く
。
立
ち
上
が
っ
て
進
も
う
と
す
る
と
、

前
の
人
が
掲
げ
る
松
明
に
接
し
そ
う
に
な
り
、
そ
う
か
と
い
っ
て
立
ち
止
ま
れ
ば
延
々
と
列
が
詰
ま
っ
て

し
ま
う
。
歩
い
て
い
て
足
下
や
傍
ら
の
大
き
な
石
に
触
れ
る
と
、
そ
れ
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
大
き
な
音
を
立
て

て
落
下
し
て
い
く
。
そ
の
音
を
立
て
て
落
ち
る
石
が
ど
こ
か
に
到
達
す
る
様
子
も
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
落

ち
て
ゆ
く
。
疲
労
と
恐
怖
で
、
は
ら
わ
た
は
ね
じ
れ
る
よ
う
に
痛
み
、
黙
す
る
こ
と
も
で
き
ず
思
わ
ず
声
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を
出
し
て
し
ま
う
。

夜
半
過
ぎ
て
か
ら
麓
に
到
着
し
た
。
百
官
全
て
が
下
山
し
た
の
は
翌
朝
の
明
け
方
だ
っ
た
。

随
行
者
の
中
で
年
老
い
た
も
の
は
、
気
が
衰
え
て
し
ま
い
、
進
む
こ
と
も
で
き
ず
、
岩
の
下
に
う
つ
伏

せ
に
倒
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

封
の
翌
日
、
太
医
令
が
天
子
に
遵
っ
て
ご
機
嫌
を
伺
っ
た
。

天
子
が
言
わ
れ
た
、

「
昨
日
は
泰
山
を
登
り
降
っ
た
。
こ
み
あ
っ
た
道
行
き
で
、
進
も
う
と
す
る
と
前
を
行
く
人
に
迫
り
、
休

も
う
と
す
れ
ば
後
ろ
の
人
に
踏
ま
れ
て
し
ま
う
。
道
は
険
峻
で
危
険
、
恐
怖
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
天
子
は
大
し
て
疲
労
す
る
こ
と
も
な
く
、
百
官
以
下
す
べ
て
の
も
の
が
、
野
宿
で
水
し

か
飲
め
な
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
人
の
つ
ま
づ
く
（or

脱
落
す
る
）
も
の
無
く
、
誰
一
人
病

気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
天
祐
だ
と
言
え
よ
う
。
泰
山
は
お
お
む
ね
暴
雨
が
多
い
の
だ
が
、
今

回
は
登
っ
て
そ
の
ま
ま
下
山
し
た
り
、
事
前
の
柴
祭
や
登
っ
て
の
「
封
」
の
祭
祀
の
間
中
、
ず
っ
と
天
は

澄
み
渡
り
晴
れ
て
お
り
、
気
候
も
穏
や
か
で
あ
っ
た
。
明
日
、
群
臣
か
ら
天
子
の
長
寿
の
お
祝
い
を
奉
る

儀
礼
を
終
え
た
ら
、
百
官
に
事
務
の
簡
素
化
と
い
う
褒
美
を
与
え
よ
う
」
と
。

事
務
が
全
て
終
了
し
、
一
同
は
出
発
す
る
。
暮
に
三
十
里
の
距
離
の
奉
高
に
到
着
し
宿
し
た
。

明
日
、
奉
高
を
出
発
し
、
九
十
里
の
距
離
の
梁
甫
に
至
り
、「
禅
」
の
祭
祀
の
た
め
の
夕
牲
を
行
っ
た
。

［

］
12

＊
左
記
志
本
文
に
附
さ
れ
た
注
の
文
。「
封
」
「
禅
」
両
方
を
無
事
に
な
し
と
げ
た
ま
と
め
を
述
べ
る
。

志
本
文
「
二
十
五
日
甲
午
、
禪
、
祭
地
于
梁
陰
、
以
高
后
配
、
山
川
羣
神
從
、
如
元
始
中
北
郊
故
事
（
二

十
五
日
甲
午
、
禪
す
。
地
を
梁
陰
に
祭
る
、
高
后
を
以
て
配
し
、
山
川
の
羣
神
從
ふ
こ
と
、
元
始
中
北
郊

の
故
事
の
如
く
す
）
」
。

■
本
文

功
效
如
彼
、
天
應
如
此
、
羣
臣
上
壽
、
國
家
不
聽
。

■
訳
注

●
訓
訳

功
效
彼
の
如
く
な
れ
ば
、
天
の
應
ず
る
こ
と
此
の
如
し
。
羣
臣
壽
を
上
す
る
も
、
國
家
聽
さ
ず
。

●
注

○
功
效

堅
固
細
密
。

●
口
語
訳

祭
祀
を
執
り
行
う
こ
と
が
堅
固
細
密
で
あ
っ
た
の
で
、
天
が
こ
の
よ
う
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

群
臣
が
天
子
の
長
寿
の
お
祝
い
を
奉
っ
た
が
、
皇
帝
は
そ
れ
を
遠
慮
辞
退
さ
れ
た
。

山
川
游
記
と
し
て
の
「
封
禅
儀
記
」

清
末
の
大
儒
兪
樾
は
、
竹
添
井
井
の
「
桟
雲
峡
雨
日
記
」
に
寄
せ
た
序
に
お
い
て
「
文
章
家
排
日
紀
行
、
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始
于
東
漢
馬
第
伯
封
禅
儀
記
」
と
述
べ
、
馬
第
伯
の
「
封
禅
儀
記
」
を
、
中
国
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
な

し
て
い
る
日
記
体
紀
行
文
の
劈
頭
を
飾
る
も
の
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
登
攀
体
験
的
な
部

分
の
口
語
訳
を
こ
こ
に
掲
げ
る
。

二
月
十
五
日
か
、
先
遣
隊
と
し
て
の
登
攀
記
録

［
１
・
２
］
山
麓
の
様
子

馬
第
伯
自
ら
述
べ
る
。

私
た
ち
七
十
人
は
、
祭
祀
に
先
立
っ
て
山
虞
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
泰
山
を
祭
る
壇
と
前
漢
武
帝
時
代
の

明
堂
宮
や
郎
官
た
ち
が
立
ち
並
ん
だ
場
所
を
視
察
確
認
し
た
。
仮
の
陣
屋
に
入
り
、
そ
こ
に
用
意
さ
れ
て

い
る
石
の
建
造
物
を
観
察
確
認
す
る
。
石
は
二
枚
あ
り
、
平
べ
っ
た
い
形
で
、
円
形
で
直
径
九
尺
。
こ
れ

は
壇
の
上
部
を
な
す
石
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
石
は
、
武
帝
の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
石
で
あ
る
。
当
時
、

五
台
の
車
に
乗
せ
て
山
の
上
に
あ
げ
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
の
重
さ
で
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

山
の
麓
に
置
い
て
、
祭
壇
の
上
部
構
造
と
し
た
の
で
あ
る
。
五
車
石
と
呼
ぶ
。
四
隅
に
設
け
ら
れ
た
列
石

は
、
長
さ
が
一
丈
二
尺
、
横
幅
が
二
尺
、
厚
さ
が
一
尺
半
ほ
ど
で
あ
る
。
四
枚
あ
る
。
文
書
を
封
印
す
る

石
は
、
長
さ
が
三
尺
、
横
幅
が
六
寸
で
、
そ
の
形
は
封
印
さ
れ
た
箱
の
よ
う
で
あ
る
。
長
い
石
箱
が
十
箇

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
紀
号
石
で
、
高
さ
が
一
丈
二
尺
、
横
幅
が
三
尺
、
厚
さ
が
一
尺
二
寸
で
、
立
石
と
呼

ぶ
。
そ
の
石
に
は
、
文
字
を
刻
み
込
ん
で
い
る
が
、
皇
帝
の
功
績
と
徳
行
を
記
し
て
あ
り
、
壇
の
上
に
立

て
ら
れ
て
い
る
。

［
１
・
３
］
中
観
を
経
て
天
関
へ

こ
の
朝
、
山
に
上
る
の
に
、
馬
に
跨
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
往
往
に
し
て
道
が
険
し
く
、
騎
馬
を
や
め

て
馬
を
下
り
、
馬
を
牽
き
な
が
ら
徒
歩
で
歩
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
歩
い
た
り
騎
乗
し
た
り
と
、
半
々
く
ら

い
で
あ
っ
た
。

中
観
に
至
っ
て
馬
を
留
め
た
。
こ
こ
は
平
地
か
ら
二
十
里
で
あ
る
。
南
を
向
け
ば
眺
望
は
遮
る
も
の
無

く
目
の
及
ぶ
限
り
遠
く
ま
で
眺
め
ら
れ
、
見
え
な
い
も
の
と
て
な
か
っ
た
。
振
り
仰
い
で
天
関
を
望
む
と
、

ま
る
で
谷
底
か
ら
高
い
峯
を
仰
ぎ
見
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
高
さ
た
る
や
、
ま
る
で
浮
雲
を
視
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
険
峻
さ
た
る
や
、
石
壁
が
険
し
く
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
そ
こ

を
通
る
道
な
ど
は
と
て
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

遙
か
に
天
関
あ
た
り
の
人
々
を
望
ん
で
み
る
と
、
き
ち
ん
と
な
ら
ん
で
欄
干
に
よ
り
な
が
ら
上
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
は
じ
め
は
、
そ
れ
を
小
さ
な
白
い
石
か
と
思
い
、
あ
る
い
は
氷
雪
か
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
す
る
と
白
い
も
の
が
移
動
し
て
い
き
樹
木
を
通
り
過
ぎ
る
の
が
分
か
り
、
そ
こ
で
は

じ
め
て
見
え
て
い
た
も
の
が
人
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
。

こ
こ
ま
で
の
登
攀
で
と
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
、
と
て
も
こ
れ
以
上
、
上
に
あ
が
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に

な
い
。
体
を
な
げ
だ
し
て
岩
の
上
に
倒
れ
伏
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
よ
う
や
く
生
き
返
る
。
ま
た
持
参
し

た
酒
や
干
し
肉
の
力
を
借
り
て
元
気
を
出
す
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
湧
き
水
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
目
に
す
る
た
び
に
、
美
し
さ
や
生
気
を
感
じ
、
目
が
覚

め
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
ふ
た
た
び
が
ん
ば
っ
て
、
互
い
を
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
出
発
す
る
。

［
１
・
４
］
天
関
に
て

や
っ
と
天
関
に
至
っ
た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
同
道
の
も
の
か
ら
、
こ
こ
か
ら
更
に
十
里
あ
ま
り
先
で
す
、

と
言
わ
れ
た
。
道
の
両
脇
の
谷
は
、
大
き
い
も
の
は
幅
が
八
九
尺
で
、
狭
い
も
の
で
も
幅
五
六
尺
は
あ
る
。
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振
り
仰
い
で
岩
石
に
生
え
る
松
樹
を
見
上
げ
る
と
、
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
て
、
ま
る
で
雲
の
中
に
い
る
か

の
よ
う
だ
。
溪
谷
を
見
下
ろ
す
と
、
石
が
ご
ろ
ご
と
し
て
お
り
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深
い

遂
に
天
門
の
下
に
至
っ
た
。
仰
い
で
天
門
を
視
る
と
、
深
く
て
、
ま
る
で
穴
の
中
か
ら
高
窓
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。
直
線
距
離
で
は
七
里
な
の
に
、
羊
の
腸
の
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ
て
い
る
た
め
、

環
道
（
め
ぐ
り
道
）
と
言
う
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
手
す
り
の
綱
が
し
こ
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
登

る
こ
と
が
で
き
る
。
両
側
か
ら
従
者
が
手
助
け
を
し
て
く
れ
、
前
に
も
従
者
が
い
て
引
っ
張
り
上
げ
て
く

れ
る
。

後
ろ
の
人
は
前
の
ひ
と
の
靴
底
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
先
を
行
く
人
は
（
振
り
返
れ
ば
）
後
ろ
の
人
の

頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
見
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
ま
る
で
、
折
り
重
な
っ
た
人
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

岩
壁
で
胸
を
こ
す
り
、
割
れ
目
に
手
を
入
れ
て
体
を
も
ち
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
上
る
。
天
空
を
撫
で
る
よ

う
な
高
所
の
難
所
で
あ
る
。

こ
の
道
を
上
り
始
め
た
と
き
は
、
十
歩
あ
ま
り
進
ん
で
は
休
憩
し
て
い
た
が
、
次
第
に
疲
労
が
た
ま
り
、

口
や
の
ど
は
焦
げ
る
よ
う
に
乾
い
て
く
る
。
つ
い
に
は
五
六
歩
ご
と
に
休
み
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
に
な
っ
て

は
、
足
が
す
く
ん
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
本
来
な
ら
ば
避
け
た
が
る
湿
潤
の
場
所
も
、
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
進
み
、
本
来
で
あ
れ
ば
行
き
た
い
は
ず
の
乾
燥
し
た
場
所
に
は
、
あ
ま
り
の
暑
さ
と
乾
燥
の
た

め
、
足
が
す
く
ん
で
動
こ
う
と
し
な
い
。

［
１
・
５
］
天
関
か
ら
山
頂
ま
で

朝
食
後
上
り
始
め
、
午
後
四
時
頃
に
天
門
に
到
る
。

郭
使
者
が
銅
製
の
器
物
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
形
狀
は
、
酒
器
の
鍾
の
よ
う
で
あ
り
、
四
角
い
柄
の
部

分
に
は
穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
い
う
も
の
か
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
封
禅
の
祭
具
な
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
見
つ
け
た
の
は
、
汝
南
召
陵
出
身
の
楊
通
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

東
に
一
里
ほ
ど
上
る
と
、
木
甲
を
得
た
。
木
甲
と
は
、
武
帝
の
時
の
神
で
あ
る
（
そ
の
神
像
を
得
た
）。

東
北
に
百
歩
あ
ま
り
で
、
封
禅
を
挙
行
し
た
場
所
に
出
た
。
始
皇
帝
の
泰
山
刻
石
と
、
門
闕
が
南
側
に
あ

る
。
漢
武
の
と
き
の
祭
壇
は
そ
の
北
二
十
歩
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
。

北
辺
に
円
形
の
台
が
あ
っ
た
。
高
さ
は
九
尺
、
直
径
三
丈
あ
ま
り
で
あ
る
。
両
側
に
階
段
が
あ
る
。
儀

式
の
時
に
は
、
皇
帝
以
外
の
人
は
、
こ
の
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

東
側
の
階
段
か
ら
円
台
に
上
っ
て
み
る
。
す
る
と
台
の
う
え
に
祭
壇
が
あ
っ
た
。
一
辺
一
丈
二
尺
ば
か

り
の
方
形
で
あ
る
。
台
の
上
に
は
方
形
の
石
が
あ
り
、
四
隅
に
列
石
が
列
ん
で
い
る
。
四
面
に
門
闕
が
あ

る
。壇

に
向
か
っ
て
再
拝
し
た
。
拝
謁
者
が
錢
や
物
な
ど
の
お
供
え
物
を
壇
上
に
置
く
こ
と
が
多
く
、
ま
た

清
掃
さ
れ
て
お
ら
ず
古
い
お
供
え
物
が
残
存
し
て
い
る
。

［
１
・
７
］
山
頂
の
諸
峯

山
頂
の
東
の
峯
を
日
観
と
い
う
。
日
観
と
い
う
名
は
、
鶏
が
暁
を
告
げ
る
第
一
声
の
時
、
太
陽
が
昇
り

始
め
て
三
丈
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
っ
た
も
の
が
見
え
る
。
そ
こ
で
（
太
陽
が
初
め
て
見
る
と
こ
ろ
と
い

う
の
で
）
日
観
と
い
う
の
だ
。

秦
観
か
ら
は
遥
か
長
安
を
望
見
で
き
、
呉
観
か
ら
は
遥
か
会
稽
を
望
見
で
き
、
周
観
か
ら
は
遥
か
嵩
山

を
望
見
で
き
る
。

山
頂
の
北
部
に
封
禅
の
儀
式
に
用
い
た
石
室
が
あ
る
。
祭
壇
の
南
に
は
玉
盤
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
玉

の
亀
が
あ
る
。
山
の
南
の
谷
に
神
泉
が
あ
る
。
そ
の
水
は
と
て
も
清
ら
か
で
澄
み
切
っ
て
お
り
、
飲
め
ば



- 22 -

人
を
生
き
返
ら
せ
る
。

［
１
・
８
］
下
山

太
陽
が
沈
ん
で
か
ら
下
り
始
め
、
何
回
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
進
む
。
日
暮
れ
頃
か
ら
雨
が
と
て
も

降
り
、
道
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
前
に
一
人
お
り
、
そ
の
人
が
踏
ん
で
い
る
こ
と
（
あ
る
い
は
音
）

か
ら
人
が
居
る
こ
と
が
事
前
に
分
か
り
、
そ
こ
で
初
め
て
自
分
も
足
を
上
げ
て
踏
み
出
し
て
、
そ
の
人
に

つ
い
て
行
く
。
天
門
に
至
る
こ
ろ
に
は
、
深
夜
の
九
時
ご
ろ
に
な
っ
た
。

二
月
二
十
二
日
「
封
」
当
日
の
記
録

［

］
下
山
の
さ
ま

11泰
山
山
頂
に
お
け
る
封
の
儀
式
が
終
了
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
百
官
に
命
令
が
下
り
、
順
々
に
下
山
す
る
こ
と
と
な
り
、
天
子
は
最
後
尾
と

な
っ
た
。

数
百
人
が
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
助
け
合
い
な
が
ら
進
む
。
百
官
達
の
列
は
延
々
と
二
十
里
あ
ま
り
と

な
っ
た
。

道
は
狭
く
人
が
ひ
し
め
き
合
い
、
傍
ら
の
深
い
谿
や
険
し
い
が
け
は
数
百
丈
も
の
高
さ
で
あ
る
。
徒
歩

で
進
む
者
は
、
は
い
つ
く
ば
る
よ
う
に
し
て
斜
め
に
下
っ
て
い
く
。
立
ち
上
が
っ
て
進
も
う
と
す
る
と
、

前
の
人
が
掲
げ
る
松
明
に
接
し
そ
う
に
な
り
、
そ
う
か
と
い
っ
て
立
ち
止
ま
れ
ば
延
々
と
列
が
詰
ま
っ
て

し
ま
う
。
歩
い
て
い
て
足
下
や
傍
ら
の
大
き
な
石
に
触
れ
る
と
、
そ
れ
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
大
き
な
音
を
立
て

て
落
下
し
て
い
く
。
そ
の
音
を
立
て
て
落
ち
る
石
が
ど
こ
か
に
到
達
す
る
様
子
も
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
落

ち
て
ゆ
く
。
疲
労
と
恐
怖
で
、
は
ら
わ
た
は
ね
じ
れ
る
よ
う
に
痛
み
、
黙
す
る
こ
と
も
で
き
ず
思
わ
ず
声

を
出
し
て
し
ま
う
。

夜
半
過
ぎ
て
か
ら
麓
に
到
着
し
た
。
百
官
全
て
が
下
山
し
た
の
は
翌
朝
の
明
け
方
だ
っ
た
。

随
行
者
の
中
で
年
老
い
た
も
の
は
、
気
が
衰
え
て
し
ま
い
、
進
む
こ
と
も
で
き
ず
、
岩
の
下
に
う
つ
伏

せ
に
倒
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

封
の
翌
日
、
太
医
令
が
天
子
に
遵
っ
て
ご
機
嫌
を
伺
っ
た
。

天
子
が
言
わ
れ
た
、

「
昨
日
は
泰
山
を
登
り
降
っ
た
。
こ
み
あ
っ
た
道
行
き
で
、
進
も
う
と
す
る
と
前
を
行
く
人
に
迫
り
、
休

も
う
と
す
れ
ば
後
ろ
の
人
に
踏
ま
れ
て
し
ま
う
。
道
は
険
峻
で
危
険
、
恐
怖
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
天
子
は
大
し
て
疲
労
す
る
こ
と
も
な
く
、
百
官
以
下
す
べ
て
の
も
の
が
、
野
宿
で
水
し

か
飲
め
な
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
人
の
つ
ま
づ
く
（o

r

脱
落
す
る
）
も
の
無
く
、
誰
一
人
病
気

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
天
祐
だ
と
言
え
よ
う
。
泰
山
は
お
お
む
ね
暴
雨
が
多
い
の
だ
が
、
今
回

は
登
っ
て
そ
の
ま
ま
下
山
し
た
り
、
事
前
の
柴
祭
や
登
っ
て
の
「
封
」
の
祭
祀
の
間
中
、
ず
っ
と
天
は
澄

み
渡
り
晴
れ
て
お
り
、
気
候
も
穏
や
か
で
あ
っ
た
。
明
日
、
群
臣
か
ら
天
子
の
長
寿
の
お
祝
い
を
奉
る
儀

礼
を
終
え
た
ら
、
百
官
に
事
務
の
簡
素
化
と
い
う
褒
美
を
与
え
よ
う
」
と
。

事
務
が
全
て
終
了
し
、
一
同
は
出
発
す
る
。
暮
に
三
十
里
の
距
離
の
奉
高
に
到
着
し
宿
し
た
。

翌
日
、
奉
高
を
出
発
し
、
九
十
里
の
距
離
の
梁
甫
に
至
り
、「
禅
」
の
祭
祀
の
た
め
の
夕
牲
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
泰
山
登
攀
の
様
子
が
具
体
的
か
つ
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
単
純
な
比
喩
が
多
く
、
文
学

的
な
雕
琢
を
経
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
稚
拙
な
文
章
で
あ
る
が
、
馬
第
伯
の
感
情
や
感
動
が
率
直
か
つ

素
朴
に
語
ら
れ
て
お
り
、
生
き
生
き
と
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
漢
代
文
学
の
中
心
で
あ
っ
た
、
典
故
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と
修
辞
を
多
用
し
た
華
麗
な
「
賦
」
と
は
ほ
ど
遠
く
、
先
行
す
る
「
楚
辞
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
山
川
の
神

秘
化
も
な
け
れ
ば
、
後
出
す
る
六
朝
文
学
に
お
け
る
山
川
の
美
の
賞
賛
も
な
い
。
山
川
に
己
を
投
影
さ
せ

る
と
い
う
象
徴
化
も
な
く
、
泰
山
は
、
た
だ
た
だ
登
攀
の
対
象
と
し
て
の
み
語
ら
れ
て
い
る
。

実
際
に
は
、
こ
う
し
た
記
録
的
な
記
述
は
、
「
封
禅
儀
記
」
以
外
に
も
あ
る
程
度
書
か
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
漢
代
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
文
章
は
文
学
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
封
禅
儀
記
」
は
、
儀
礼
的
記
事
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
ま

た
ま
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
終
）

（
加
筆
訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
三
十
日
）

＊
訓
訳
と
詳
細
な
注
を
、
拙
稿
「
馬
第
伯
「
封
禅
儀
記
」
訳
注
稿
」（
森
田
明
編
『
中
国
水
利
史
研
究
会
創
立
三
十
周
年
記

念

中
国
水
利
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
）
に
掲
載
。


